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§㌦1. はじめに
E･押 son糾 う-封 ochasticMechanics(1)について考察を進めできたが(,2)
こと定常状態に覆るとNelsonの解釈はいけなh o 例えば,水素原子の問題に
っいて彼のいうところは次の通 り(05) m- e2-や- 1のク｢ ､ロン単位で,そ
























∂S/∂tニーp2/2m一日+LP2/2m+ 拍 /2m)divL.i, (4.a)
∂R/∂t-一日/m)(-pJ･3)-(A/2m)div言 (4.b)





const･, i)▽S-冒- O ｡ これらにより (4ba)のみが次の形で残される｡
2mE = 2mU - LP2 - 71div誘
S e
(6)
ここで S ch rAdinger の 定常波動関数少 をLjD?-も▽ Cn 側 により導入
すると,(6)は
金や - Eや (6,)
に他怒らないことが容易に確かめられる. ところで (a)が単に (占′)の書 き
かえに終るのであれば全 くつま ら貴い｡ それどころか対数による余計を発散を
もちこ′むだけ有害でさえある｡ そこで ･(6′)が解けるとか解け夜Vlとかという
ことを考えてみると E の既約夜整式 f(E)に対する分解体
(E-El)(E-E2) -･･ (E-En)=ロ
あるレ)は 8- 2mE につレヽての





















d ･- 2m閏-Ci+ 6･.i∫




〔:D,還j〕ニ ー 王も div31にさえ注意すれば (9)は次のように表わせるo
LU･- (宗一卑 (昌･i還ih e･J ㌔ ､⊥一 一.1'､▲ ~.1 J
- p･#pi+eiJ
ただし, (既報の fdはLPBに,Hは Pに記号を変更させて頂きます)
pi- 3+巧 ;pi栄 - 3- i方J
である｡
ここで基底状態 j-1に対して
L･y- Lu .- Pl栄pl+ 6,







(N -e)管 - 0
の固有値問題を考える｡
これが演算子 (ll)により
















2mH= p^2 + 2mU(音)






























J J i (15)
の関係がえられる._これを漸化式として活用するo (15)の左辺は j- n把対
する (10)によって
夢 n嘉与 栄p 米 P i








dn㌔1 -㌔ _.H n-1
I.･':=T>り,











(A)= (W 束 nL1p.寮 H
1
j-1 ∫ j′-n-1Pj′朝 ( - n)
全 く同様にして
1








H (- p - 博 釆(uu 巧 )Fy i× A ( - i)j-1 j- 2








- 押 米pl栄pl(d l- 2)射 H (- j)j-5
:主n













全 く同様にして (14)で j-2,5,-,(n-2)のように贋次とって,荏
って漸化式 日4)を (n-2)回反覆使用して,次式が成立するであろうO
(B ) = (W 米 nL与 .栄
J-1 ∫
1
j′-Hn-1 Pj′W ) ( 6 -en)
次の (n-1)回目に際しての経過を示せば,一応帰納法の論理 により (15)
の左辺か ら右辺に帰納す る'とみなされる｡ このとき (14)のみの反覆使用を確
認すれば,これが十分条件であることの轟明と覆る｡
そこで (A)杏 (12･a&b)により











･B,･-留米封 米 3,=Anj ,p2､(P2栄p2･82-8n'Pl管
-W米 :H:;p,米 j,gn_.Pj′P5(P2P2.#･6了 en'P2Pl留
1




















= P i栄p.+ 8.+p.p .栄 - p.米p.



















･+2 fl(q^ )･ 91(q^)+ f 12(q^ ) + 5 1 2(q^),1
p.p,栄-さp^2-7ii▽ f.(ち)+∇gl(紬
+2 f .(蛋)･5.(蛋)+ f 12(q^) +5.2(q^),
〔p,,pl米〕--2もi▽ f,+▽ 5,)
と具体化しておいて






































- p^2+(e十 日 (e+2)も2/r2- 2mZe2/r (18･11)




































(H .- i )少j- P･米pj少j-0J J'∫J ∫ (21)
を潤す形に決定するO
水素原子の場合, r(e+jト 1の部分が rCと (j-1)次の一般化ラグール多.ノ
項式との積の形に定まるo ただし,r(e+jト 1 の r-1は動経 rに 関す る運
動量演算子が p^ニー iも(▽ + r-1)であることによ畠もので.; め -O の
解 ¢- const･/r を補をうことから生じる｡
また 1st Step は-ミル トニアンに昇位を与える因子と固有関数 Bの関係
を明確にする意味がある｡







f(Ⅹ)-acotにⅩ ; 5(Ⅹ)- btanぷⅩ
(22)
(22･1)
ととるo▽ fニーKaCOSeC2&Ⅹ ,▽ 9 - 6bsec2㍍Ⅹ 把留意するb
p半p- 62- も KaCOSeC2だⅩ+
加 bsec RX +a2cot2GX+b2tan2GX + 2ab2
-791-
固有値問題における菌数分解法の必要十分条件
- p^2+a(a-hK)cosec2RX +ら(b+如 )sec2_KX- (a-b)2,
(22･2)
〔p,p*〕- 2-8石 acosec2EX- bsec2kX)
< 2
H … P米p + 60- u -p + 2mU(Ⅹ),0
ととり, (22)と (22e2)との比軟か ら未定係数 a,bを定めて




が求まるo (2214)で最低土ネルギー準位を eoとし,uuo と添字 0を用いた














LP1- alcotKX + bltanEX
とお･レ1て
a1- もx(a+1) I bl= - もE(β+日
と夜り,






en-も2x2 (α+β 十 2n)2
であるo ただし,n-0,1,2, である｡
iD 2mU(Ⅹ)- 満262日 (〟-1)cosech2NX
- jL(〟十日 sech2K女‡














En - - (an+bn)2




















が定常状態 jか ら (j+1)へ- ミル トニアンを昇位させ, (ポテンシ′ヤルを
ふ くらましてLrlく)量子化が行なわれるOと同時に
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